
電池は１０年ほど持ち、電池切れが近づくと警報音で知らせる。
（写真：常陽リビング様ホームページより引用）

◆「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る

意
見
書

　

現
在
の
日
本
社
会
は
、
労
働
環

境
に
も
大
き
な
変
化
の
波
が
押
し

寄
せ
、「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

「
偽
装
請
負
（
派
遣
）」
な
ど
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
働
い
て
も
充

分
な
生
活
が
維
持
で
き
な
い
、
働

き
た
く
て
も
働
く
場
所
が
な
い
な

ど
困
難
を
抱
え
る
人
々
が
増
大
し
、

社
会
不
安
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、「
地
域
の
問

題
は
、
み
ず
か
ら
地
域
で
解
決
し

よ
う
」
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、協
同
組
合
、自
治
会
な
ど
、

様
々
な
非
営
利
団
体
が
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
活

動
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」

は
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
す
活

動
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
根

拠
法
が
な
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
社

会
的
理
解
が
低
く
、
こ
れ
ら
の
活

動
を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
法
制
度
を
引
き
続
き
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
誰
も

が
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
働
く
、

こ
う
し
た
働
き
方
と
、
こ
れ
に
基

づ
く
協
同
労
働
の
協
同
組
合
は
、

市
民
事
業
に
よ
る
市
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
創
造
す
る
も
の
で
あ

り
、
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
に

困
難
を
抱
え
る
人
々
自
身
が
、
社

会
に
参
加
す
る
道
を
開
く
も
の
で

あ
る
。
上
記
理
由
に
よ
り
、
国
に

お
い
て
も
社
会
の
実
情
を
踏
ま
え
、

就
労
の
創
出
、地
域
の
再
生
、少
子
・

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
有
力
な
制

度
と
し
て
、「
協
同
労
働
の
協
同
組

合
法
」
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を

提
出
す
る
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

　
【
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生

労
働
大
臣
・
総
務
大
臣
・
経
済
産

業
大
臣
】

 

平
成
二
十
一
年
第
一
回
臨
時
会

　

今
臨
時
会
は
、
二
月
二
十
五
日

に
開
催
し
、
一
件
の
専
決
処
分
の

承
認
の
ほ
か
、
議
案
四
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

土
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お

い
て
、
定
額
給
付
金
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
な
ど
、
こ
れ
ら
国
の

施
策
を
遅
滞
な
く
円
滑
に
行
う
た

め
、
そ
の
支
給
事
務
体
制
を
整
え

る
事
業
費
及
び
事
務
費
等
を
計
上

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
三
件

の
議
案
も
含
め
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

報
告
第
一
号　

専
決
処
分
の
承

　

 

認
に
つ
い
て

■ 

議
案
第
一
号　

土
浦
市
自
転
車

　
 

駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
 

い
て

■ 

議
案
第
二
号　

平
成
二
十
年
度

　

 

土
浦
市
一
般
会
計
補
正
予
算

■ 

議
案
第
三
号　

平
成
二
十
年
度

　

 

土
浦
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

 

補
正
予
算

■ 

議
案
第
四
号　

平
成
二
十
年
度

　

 

土
浦
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

　
　

成
二
十
三
年
六
月
を
目
途
に

既
存
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
設
置

が
義
務
化
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
各

家
庭
の
間
取
り
や
広
さ
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
に
設
置
指
導
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
、
独
居
老
人
や
高
齢
者

宅
、
身
体
障
害
者
宅
の
設
置
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、

　
　

寝
室
の
天
井
や
壁
に
取
り
付

け
て
煙
を
感
知
す
る
煙
感
知
式
と
、

本
市
条
例
で
は
任
意
設
置
と
な
る

高
温
で
作
動
す
る
熱
感
知
式
の
二

種
類
が
あ
る
。
煙
感
知
器
の
設
置

場
所
は
、
寝
室
一
部
屋
に
一
つ
の

警
報
器
設
置
が
基
本
で
あ
り
、
二

階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階
段

の
踊
り
場
の
天
井
や
壁
に
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者

及
び
障
害
者
宅
に
つ
い
て
は
、
日

常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
担

当
課
と
連
携
し
、
早
期
設
置
に
向

け
訪
問
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

新
学
習
指
導
要
領
を
受
け
た

市
の
対
策
に
つ
い
て

三　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
対
策
に
つ
い

　

て

一般質問は市政全般について、市長など
執行部の考え、方針などを質問すること
です。各議員の一般質問の中から一つ取
りあげて要旨を掲載いたします。

一般質問は市政全般について、市長など
執行部の考え、方針などを質問すること
です。各議員の一般質問の中から一つ取
りあげて要旨を掲載いたします。

既
存
住
宅
へ
の
火
災
警
報

器
設
置
に
つ
い
て

　

市
民
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
で

も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ
っ
た

り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
、
政
府
な
ど

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
問
題

の
積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

荒井　武　議員

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

一般質問一般質問一般質問

Tsuchiura City AssemblyTsuchiura City AssemblyTsuchiura City Assembly

質
問

消
防
長
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